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１．はじめに 

 21 世紀の社会資本整備は、国民の視点に立った整備推進が求められており、情報公開やＰＩ方式の採用、地域住

民やＮＰＯが積極的に参加できる仕組み作りなどを進めていく必要がある。住民参加型公共事業を円滑に執行する

ためには、リアルで誰でもわかりやすい情報の提供が重要であり、その具体例としてＣＧの活用が考えられる。 

 本稿は、山麓の集落を通過するバイパス道路建設工事に先立ち、住民説明に具体的に取組んだ事例から、住民理

解に効果的なコミュニケーションツールとしてのＣＧの活用について検討した結果を報告するものである。 

２．住民説明用ツール 

 住民参加型公共事業を円滑に執行するためには、リアルでわかりやすい情報を住民に伝え、行政側と住民が共通

の認識をもつことが重要である。今回は、住民説明のためのコミュニケーションツールとして、表－１に示す 5 つ

のＣＧツールを使用した。 

表－１ 住民説明用ツールの特徴と使用目的 

住民説明用ツール 特  徴 使用目的 

ＣＧ動画 

モンタージュ 

ヘリコプターから空撮した映像に、ＣＧを合成して作成した動画。実際の風景に

計画構造物が合成され、完成後の景観変化が一目でわかる。 

空から見た実際の風景から着目

する箇所の景観や機能の確認 

ＣＧフォト 

モンタージュ 

風景写真にＣＧによる計画構造物を合成して作成した画像。完成後の景観の変化

がわかり、計画構造物の構造や配色による景観も比較できる。 
実際の風景 

ＣＧ静止画 
三次元ＣＧの画像を、任意の方向から見た静止画として印刷したもの。希望に応

じて様々な方向からの景観を表示・印刷できる。 

任意の風景 

（四季等） 

景観に対する

合意形成 

ＣＧ 

アニメーション 

三次元ＣＧを用いて、あらかじめ定めたルートに沿って任意の角度から見た動画

として表現する。走行・鳥瞰シミュレーションが代表例。 
景観・機能面の確認 

ＶＲ 
三次元ＣＧで作成した仮想空間の中を、マウスの操作で自由自在に移動しながら

景観を見る（ウォークスルー）。 興味のある箇所の確認ができる。 

自由な位置からの景観確認 

機能面の検証 

３．ＣＧ導入のメリット 

（1）共通認識の向上 

平面図、縦・横断図、構造物詳細図等の通常設計業務における図面だけでは、その電子(二次元 CAD)データから

完成後の三次元空間を完全に表現することはできない。すなわち、委託関係にある設計者（受注者）の意図を発注

者に設計図面でもって完全に伝達することは難しい。これに対して、設計図面を三次元ＣＧで表現することにより、

景観や、構造物の完成イメージを受発注者双方で同じ認識として共有することができる。さらに、住民や施工者に

対しても共通の認識を得ることができ、完成後のトラブル解消に効果が期待できる。 

（2）設計図のチェック効果 

三次元フルＣＧでモデル化したところ、詳細測量区間と簡易測量区間の接合部では標高が整合せず、切土と盛土

が反転する箇所があった。また、未設計箇所では、景観が不自然に表現された。このように、三次元フルＣＧを作

成することで図面の不備や不整合箇所を容易に発見することができ、設計ミス防止効果が期待できる。 

４．各ＣＧツールの活用手法 

 表－１及び下記画像に示す５つのＣＧツール（ＣＧフォト／動画モンタージュ、ＣＧアニメーション、ＶＲ、Ｃ

Ｇ静止画）の効果的な活用手法としては、事業計画全体の一般市民向け説明では、ＣＧ動画モンタージュやＣＧア

ニメーションが、また、個々の住民との対話では、ＶＲやＣＧ静止画が有効であると思われる。 

 キーワード 住民説明，ＰＩ，ＣＧ，動画モンタージュ，ＶＲ（Virtual Reality），景観設計  
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画像-２ ＣＧ動画モンタージュ 画像-３ ＶＲ 画像-４ ＣＧ静止画 

空撮ビデオ画像にＣＧを合成したもので、完

成時の景観を容易に把握できる。 

三次元ＣＧで作成した仮想空間の中を、マウ

スの操作で自由自在に移動しながら景観を見

ることができる。（ウォークスルー） 

三次元ＣＧの画像を、任意の方向から見た静

止画として印刷したもので、住民の個別要望

に対処できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

画像-５ ＣＧアニメーション 画像-６ ＣＧフォトモンタージュ

三次元ＣＧを用いて、あらかじめ定めたルートに沿って任意の角度から見た動画として表現

したもの。左図は鳥瞰シミュレーションで、右図が走行シミュレーション。 

風景写真にＣＧによる計画構造物を合成し

て作成した画像で、周辺構造物のモデル化に

労力をかけずに完成後の景観を把握できる。

 

５．今後の課題 

 よりリアルに作成したＣＧは、事業関係者と住民との認識のずれを解消する効果が大いに期待できる反面、その

とおり施工できなかった場合の影響が懸念される。なお、制作コストと時間については、CALSの導入・普及で数

年後には三次元CADによる電子納品が行われることから、低コスト・短時間でのＣＧ作成が可能になると思われる。 
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画像-1 調査地全景（現況） 
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